
※令和４年度以降入学生用 

学校番号  

 

令和５年度 外国語科 
 
教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 
エッセイ 

ライティングⅠ 
2 第 2学年 

教科書 

① Genius English Logic and Expression Ⅱ (大修館) 

副教材 

② Power Stage New Edition  (桐原書店) 

③ Power Stage New Edition トレーニングブック 

<アドバンスド>  (桐原書店) 

④ Steady Steps to Writing  (数研出版) 

⑤ Hyper Listening 4th Edition  (桐原書店) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 
大学入試および大学進学後に求められるのは、日記レベルではなく論文レベルの英語発信能力です。日本語をそのま

ま英語にしたり、感覚で適当に英単語を英語ならべたりしているようでは、そのレベルの発信はできません。英語Wの

授業では、まず 1 年次で学んだ文法を復習し、さらに語彙をインプットした後に、その文法・語彙を用いて正しい英語

（＝実際に使える英語）が発信できるように訓練します。 

２ 学習の到達目標（「CAN-DO リスト」の形での学習到達目標） 
【第２学年】 
領域 聞くこと 読むこと 話すこと（やり取り） 話すこと（発表） 書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・自然な速さで話さ

れる、ある程度の長

さのあるスピーチ

や会話等を聞いて、

事実関係を把握す

ることができる。  

・自然、化学、芸術、

文学等の多様なテ

ーマの会話、スピー

チ、講義等におい

て、なじみのないこ

とでも事実関係を

理解することがで

きる。 

 

・評論・エッセイを

表面的な意味理解

を円滑にこなした

上で、その書き手の

意図や目的を的確

に理解することが

できる。 

・まとまりのある英

文を後戻りするこ

となく一定時間内

に読み、各段落のト

ピック、サポート、

例示、詳細などを抑

えながら、全体の要

旨を理解すること

ができる。  

・相手の話す内容を

理解できない場合

に、必要に応じて、

聞き返したり意味

を確認したりする

ことができる。 

・相手のサポート

（ゆっくり話した

り、繰り返したり、

簡単な語句に言い

換えるなど）があれ

ば、ごく身近なトピ

ックについて、簡単

な語句や表現を使

って質疑応答をす

ることができる。 

・簡単な語句や文を

用いて、自分のこと

を紹介できる。 

・日常生活で必要な

基本的な情報を他

者に伝えることが

できる。 

・身近なトピックや

出来事について、事

実、自分の考えや気

持ちなどを、簡単な

語句や文を用いて

短く話すことがで

きる。 

・自分の意見を具体

的な事例や理由を

添えて論理の明確

な複数の段落から

なる英文で時間を

かけた修正を経て

書くことができる。 

・与えられたトピッ

クに関して、少しの

時間の準備で自分

の意見を明確にし

ながらまとまりの

ある文章を書くこ

とができる。  

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観点 a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・外国語の音声や語彙、表現、文

法、言語の働きなどの理解を深め

るとともに、これらの知識を、聞

くこと、読むこと、話すこと、書

くことによる実際のコミュニケー

ションにおいて、目的や場面、状

況などに応じて適切に活用できる

技能を身に付けている。 

・コミュニケーションを行う目的や

場面、状況に応じて、日常的な話題

や社会的な話題について、外国語で

情報や考えなどの概要や要点、詳

細、話し手や書き手の意図などを的

確に理解したり、これらを活用して

適切に表現したり伝え合ったりし

ている。 

・外国語の背景にある文化に対する

理解を深め、聞き手、読み手、話し

手、書き手に配慮しながら、主体的、

自律的に外国語を用いてコミュニ

ケーションを図ろうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 
 
  



※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学期 課 
題材名 領域 評価規準 評価方法 

前期 

Genius 
English Logic 
and 
Expression Ⅱ 
Part Ⅰ Ⅱ 

 
Steady Steps 
to Writing 
Part 1  
(1〜3) 

 
POWER 
STAGE 
Part 1 前 半  
および対応す

るトレーニン

グブック 
 

Hyper 
Listening 
Lesson 1～5 

聞くこと 

a: 英語の音声の特徴（リズム・イントネーション）を理解している。 

b: 日常的な話題について、必要な情報を聞き取っている。 

c: 日常的な話題について、必要な情報を聞き取ろうとしている。 

リスニング 

定期考査 

読むこと 

a: 時制を表す語句などの意味や働きを理解している。 

b: 身の回りの事柄に関する英語で書かれた短い説明を読んで概要を

捉えている。 

c: 身の回りの事柄について英語で書かれた短い説明を読んで概要を

捉えようとしている。 

リーディング 

定期考査 

話すこと 

（発表） 

a: 時制を表す語句などの意味や働きを理解している。 

b: 日常的な話題について、基本的な語句や文を用いて話している。 

c: 日常的な話題について、基本的な語句や文を用いて主体的に話そ

うとしている。 

ペアプラクティ

ス・スピーキング 

アセスメント 

書くこと 

a: 自分のことや身の回りのものを紹介するために必要な書く技能を

身に付けている。 

b: 自分のことや身の回りのものについて簡単な語句や文を用いて書

いている。 

c: 自分のことや身の回りのものについて簡単な語句や文を用いて読

み手に配慮しながら書こうとしている。 

ライティング 

定期考査 

中間考査 

Genius 
English Logic 
and  
Expression Ⅱ 
Part Ⅲ 

 
Steady Steps 
to Writing 
Part 1  
(4〜8) 

 
POWER 
STAGE 
Part 1 後半お

よび対応する

トレーニング

ブック 
 

Hyper 
Listening 
Lesson 6～10 

聞くこと 

a: 助動詞の特徴やきまりに関する事項を理解している。 

b: 日常的な話題に関する会話を聞き、話の展開や話し手の意図を把

握している。 

c: 日常的な話題に関する会話を聞き、話の展開や話し手の意図を把

握しようとしている。 

リスニング 

定期考査 

読むこと 

a: 情報を事実と意見に整理する技能を身に付けている。 

b: 日常的な話題に関する E メールを読み、文章の展開や書き手の意

図を把握している。 

c: 日常的な話題について、文章の展開や書き手の意図を把握しよう

としている。 

リーディング 

定期考査 

話すこと 

（やり取り） 

a: 相づちを打ったり、聞き直したりする等、コミュニケーションを

円滑にするための言語の働きを理解している。 

b: 日常的な話題について、簡単な語句や文を用いて伝え合っている。 

c: 日常的な話題について、聞き手、話し手に配慮しながら主体的に

英語を用いて伝え合おうとしている。 

ペアプラクティ

ス・スピーキング 

アセスメント 

書くこと 
a: 助動詞の形式や意味、使い方を理解している。 

b: 日常的な話題について、まとまりのある文章を書いている。 

c: 日常的な話題について、まとまりのある文章を書こうとしている。 

ライティング 

定期考査 

期末考査 

 

  



※令和４年度以降入学生用 

学期 課 
題材名 

領域 評価規準 評価方法 

後期 

Genius 

English Logic 

and  

ExpressionⅡ 

Part Ⅳ 

 

Steady Steps 

to Writing 

Part 2 (9, 10) 

Part 3 (11) 

 

POWER 

STAGE 

Part 2  およ

び対応するト

レーニングブ

ック 

 

Hyper 

Listening 

Lesson 11～15 

聞くこと 

a: 不定詞・動名詞・分詞を表す表現を理解している。 

b: 社会的な話題についての説明を、視覚情報などを参考にしながら

理解している。 

c: 社会的な話題についての説明を、視覚情報などを参考にしながら

理解しようとしている。 

リスニング 

定期考査 

読むこと 

a: 社会的な話題について書かれた文章を読んで、概要を捉える技能

を身に付けている。 

b: 社会的な話題について書かれた文章を読んで、概要を捉えている。 

c: 社会的な話題について書かれた文章を読んで、概要を捉えようと

している。 

リーディング 

定期考査 

話すこと 

（発表） 

a: 不定詞・動名詞・分詞を用いた文に関する英語の特徴やきまりを

理解している。文を用いて話している。 

b: ごく身近な事柄について簡単な語句や文を用いて話している。 

c: ごく身近な事柄について聞き手に配慮しながら簡単な語句や文を

用いて話そうとしている。 

ペアプラクティ

ス・スピーキング 

アセスメント 

書くこと 

a: 不定詞・動名詞・分詞を用いた文に関する英語の特徴やきまりを

理解している。 

b: 社会的な話題について、簡単な語句や文を用いて書いている。 

c: 社会的な話題について、簡単な語句や文を用いて書こうとしてい

る。 

ライティング 

定期考査 

中間考査 

Genius 

English Logic 

and  

Expression Ⅱ 

Part Ⅴ 

 

Steady Steps 

to Writing 

Part 3 (12, 13) 

Part 4 

 

POWER 

STAGE 

Part 3  およ

び対応するト

レーニングブ

ック 

 

Hyper 

Listening 

Lesson 16～20 

聞くこと 

a: 関係詞の意味や働きを理解している。 

b: 社会的な話題についての説明を聞き、要点を理解している。 

c: 社会的な話題についての説明を聞き、要点を理解しようとしてい

る。 

リスニング 

定期考査 

読むこと 

a: 関係詞の意味や働きの理解を基に、英文の内容を読み取る技能を

身に付けている。 

b: 社会的な話題（環境問題等）について書かれた文章を読んで、概

要を捉えている。 

c: 社会的な話題（環境問題等）について書かれた文章を読んで、概

要を捉えようとしている。 

リーディング 

定期考査 

話すこと 

（やり取り） 

a: 人物や物事を描写する表現を理解している。 

b: 社会的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを簡単な

語句や文を用いて伝え合うやり取りを続けている。 

c: 社会的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを簡単な

語句や文を用いて、伝え合うやり取りを続けようとしている。 

ペアプラクティ

ス・スピーキング 

アセスメント 

書くこと 

a: 関係詞の特徴やきまりを理解している。 

b: 社会的な話題について考えたことを簡単な語句や文を用いまとま

りのある文章を書いている。 

c: 社会的な話題について考えたことを簡単な語句や文を用いて、ま

とまりのある文章を書こうとしている。 

ライティング 

定期考査 

期末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度        

 


